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収入支出

市税
137億9,066万円
38％

総務費
65億3,510万円
19％

総務費
65億3,510万円
19％

その他
25億2,739万円
7％

公債費
47億1,255万円
13％

民生費
102億7,509万円
29％

衛生費
37億473万円
11％

その他
39億6,787万円
11％

自主財源　177億5,853万円　49％
依存財源　180億6,922万円　51％

農林水産業費
16億7,944万円
5％

土木費
21億9,563万円
6％

教育費
33億2,749万円
10％

地方交付税
78億7,443万円
22％

国庫支出金
29億9,965万円
8％

県支出金
27億1,590万円
8％

地方譲与税等
20億6,099万円
6％ 市債

24億1,825万円
7％

親からの支援（国・
県からの補助金、交
付税など）
218万円

給料（市税）
192万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
14万円

財布残金（繰越金）10万円

食費（人件費）
90万円

光熱水費（物件費）
88万円

住宅等ローンの返済
（公債費）
67万円

医療費や教育費（扶助費）
63万円

親戚への支援、町内会
費などの交際費
（補助費・出資・貸付）
72万円

子どもへの仕送り（繰出金）
61万円

金融機関からの借り入れ（市債）
34万円

その他の収入
（分担金・負担金など）
32万円

預金（積立金） 16万円家の増改築、修繕
（普通建設費・維持補修）
43万円

甲
賀
市
決
算

平成
23年度

平
成
23
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
甲
賀
市
総
合
計
画
」を
実
現
す
る
た
め
、６
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
掲
げ
、市
民
満
足
度

を
高
め
つ
つ
、甲
賀
市
発
展
の
礎
と
な
る
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

市の基本となる会計一般会計特別会計 市が特定の事業を行うための会計

歳入決算額
358億2,775万円
　市民1人あたりの市税負担額　
129,487円
※�市税（法人市民税などを除く）の
収入を平成24年3月31日現在
の人口（94,224人）で割って計
算しました。

※�その他は、分担金・負担金、
　使用料・手数料、寄附金など

※�その他は、議会費、労働費、消防費、
災害復旧費など

歳出決算額
	 349億5,742万円
　市民1人あたりに支出したお金　
371,003円
　子ども手当や介護保険、後期高齢
者医療制度などの民生費の支出が
一番多くなっています。

項　目 内　容 金　額
総 務 費 地域情報化基盤整備事業や地域コミュニ

ティに 69,357円
民 生 費 高齢者や子ども、障がい者の福祉に 109,050円
衛 生 費 健康で衛生的な生活環境の推進に 39,318円
農林水産業費 農業や林業の振興に 17,824円
土 木 費 道路や公園などの公共施設の整備に 23,302円
教 育 費 学校教育の充実、文化・スポーツの振興に 35,315円
公 債 費 市が借りたお金の返済に 50,014円
そ の 他 消防防災、商工業の振興、議会の運営経費

など 26,823円

　食費や光熱費はできるだけ節約して、医療費や教育費など家族
の生活や将来にとって必要な経費などに大きく割いています。
　また、ローンを前倒しで返済してきたおかげでローン残高が減
少してきました。（22年度末：547万円⇒23年度末：509万円）

年間収支500万円の家計に置き換えてみると…

　１年間の収入では、親からの支援（218万円）と給料（192万円）
で全体の82％を占めています。そのほかに金融機関からの借り
入れ（34万円）や預金の取崩し（14万円）などでやりくりしていま
す。

歳入決算額 歳出決算額
23年度
A

22年度
B

前年度比
A/B(％)

23年度
A

22年度
B

前年度比
A/B(％)

特
別
会
計

国民健康保険 88億3,924万円 87億4,243万円 101 81億9,110万円 80億6,881万円 102
後期高齢者医療 15億3,662万円 14億5,843万円 105 15億2,323万円 14億3,181万円 106
介護保険 49億　685万円 47億　454万円 104 48億6,853万円 46億4,389万円 105
公共下水道事業 32億4,766万円 31億1,055万円 104 32億1,062万円 30億8,353万円 104
農業集落排水事業 9億3,775万円 8億　601万円 116 9億2,882万円 7億9,630万円 117
土地取得事業 925万円 462万円 200 828万円 12万円 6,900
野洲川基幹水利施設管理事業 2,120万円 2,170万円 98 2,117万円 2,169万円 98
鉄道経営安定対策基金 2,159万円 2,201万円 98 2,159万円 2,201万円 98
鉄道施設整備基金 3,570万円 3,306万円 108 3,570万円 3,306万円 108
国民健康保険診療所 4億6,504万円 10億7,606万円 43 4億6,074万円 10億4,638万円 44
浄化槽管理事業 2億2,202万円 1億1,681万円 190 1億9,368万円 1億1,584万円 167
介護老人保健施設事業 4億　733万円 1,944万円 2,095 2億　416万円 1,944万円 1,050

小　　　計 206億5,025万円 201億1,566万円 103 196億6,762万円 192億8,288万円 102
企
業
会
計

病院事業 7億4,617万円 11億4,818万円 65 9億　267万円 12億6,226万円 72
水道事業 33億　903万円 31億2,105万円 106 37億7,733万円 35億5,532万円 106

小　　　計 40億5,520万円 42億6,923万円 95 46億8,000万円 48億1,758万円 97
合　　　計 247億　545万円 243億8,489万円 101 243億4,762万円 241億�　�46万円 101

※��企業会計の予算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。�

　
景
気
動
向
に
不
透
明
感
が
残
る
平
成
23

年
度
は
、当
初
予
算
編
成
時
か
ら
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
改
革
を
着
実
に
継
続
さ
せ
、

将
来
世
代
に
負
担
を
か
け
な
い
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と

を
基
本
に
置
き
ま
し
た
。
市
債（
市
の
借

入
）も
返
す
以
上
に
借
り
入
れ
な
い
こ
と

を
固
く
守
り
、税
の
確
保
面
に
お
い
て
も

主
要
コ
ン
ビ
ニ
も
利
用
で
き
る
、納
め
て

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
を
整
え
な
が
ら
、

滞
納
者
に
対
し
公
平
性
を
保
つ
観
点
で
厳

し
い
姿
勢
で
臨
み
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、行
財
政
改
革
を
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
細
か
な

経
費
の
抑
制
、職
員
の
定
員
適
正
化
に
よ

る
計
画
的
な
削
減
、一
部
手
当
て
の
独
自

カ
ッ
ト
や
特
別
職
の
給
与
カ
ッ
ト
、市
財

産
の
適
正
管
理
、公
共
事
業
の
計
画
的
な

実
施
な
ど
、「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」の

徹
底
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
起
債
残
高

（
市
の
借
金
残
高
）も
平
成
18
年
度
ピ
ー
ク

時
の
４
３
９
億
円
か
ら
平
成
２
３
年
度
末

に
は
約
83
億
円
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
、

各
財
政
指
標
も
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
で
万
全
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
、無
駄
を

省
き
、ム
ラ
の
な
い
行
政
運
営
を
行
い
な

が
ら
、市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
安
心
を
最

優
先
に
、誰
も
が
満
足
で
き
る
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、明
る
い
未
来
を
実

現
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
皆
さ
ん
と
共
に
、地
域
力
を
最

大
に
発
揮
し
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲賀市長
中嶋武嗣

共
に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ
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▲耐震補強工事を行った大原小学校

▲開業25周年を迎えた信楽高原鐵道

▲�介護老人保健施設
　「ケアセンターささゆり」

甲賀市決算

人
の
き
ず
な
と
元
気
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

●
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業�

４
，４
５
７
万
円

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、甲
賀
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
甲
南
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

及
び
甲
南
地
域
居
宅
介
護
事
業
所
の
拠
点

と
し
て
、平
成
24
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

●
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業�

�
１
億
３
，５
５
８
万
円

　
子
宮
頸
が
ん
予
防（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ
ク
チ

ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

無
償
で
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
い
き
い
き
と

育
つ
環
境
づ
く
り

●
保
育
園・教
育
施
設
空
調
設
備
整
備
事
業�

�

８
，８
７
３
万
円

　

猛
暑・
酷
暑
か
ら
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
、冷
房
機
器
が
未
整
備
の
市
立
保
育
園
や

小
中
学
校
な
ど
に
エ
ア
コ
ン・扇
風
機
な
ど

の
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

●�

大
原・柏
木・伴
谷
小
学
校
、甲
賀
中
学
校

耐
震
補
強・大
規
模
改
造
事
業�

�

４
，２
７
９
万
円

　
大
原
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、柏
木
小
学
校
と
伴
谷
小

学
校
は
耐
震
補
強・大
規
模
改
造
工
事
の
た

め
、甲
賀
中
学
校
は
耐
震
補
強
工
事
の
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

●
貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
建
設
補
助
事
業�

�

４
億
４
２
６
万
円

　
人
口
増
と
低
年
齢
児
保
育
の
要
望
に
よ

る
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、民
間
学
校

法
人
に
よ
る
幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
体
化

し
た「
認
定
こ
ど
も
園
」の
建
設
を
支
援
し

ま
し
た
。

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

元
気
な
産
業
づ
く
り

●
緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
補
助�

５
，０
３
１
万
円

　
市
民
が
、市
内
施
工
業
者
を
利
用
し
て
自

己
居
住
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

場
合
に
補
助
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
及
び

技
術
の
伝
承
、雇
用
の
安
定
を
図
り
ま
し
た
。

●
鳥
獣
侵
入
防
護
柵
設
置
事
業�

�

３
億
４
，７
４
５
万
円

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、ニ
ホ
ン
ジ
カ

な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、防
護
柵
の
設
置

な
ど
を
推
進
し
、農
作
物
被
害
の
軽
減
と
農

業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。

●
甲
賀
の
野
菜
生
産
拡
大
推
進
事
業�

�

８
４
６
万
円

　
水
田
の
高
度
利
用
に
よ
り
野
菜
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
、水
田
で
出
荷
用
野
菜
を

生
産
す
る
農
家
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、生
産
拡
大
し
た
甲
賀
市
産
野
菜
を

「
甲
賀
野
菜
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
た
め
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
甲
賀
の
茶
生
産
振
興
事
業�

�

７
３
１
万
円

　
高
級
茶
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、か
ぶ

せ
茶
な
ど
の
生
産
農
家
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
内
の
小
学
校
で
甲
賀
の
お
茶
に

親
し
ん
で
も
ら
い
、地
産
地
消
の
促
進
と

リ
ー
フ
茶
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
、

リ
ー
フ
茶
の
提
供
と
お
茶
の
入
れ
方
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

高
速
道
路
等
を
活
か
し
た

賑
わ
い
づ
く
り

●
新
名
神
高
速
道
路
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
事
業�

１
，０
６
７
万
円

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た「
新
名
神
高
速
道

路
活
用
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
に
携
わ
る
団
体
に
よ
っ
て「
こ
う
か
ブ

ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」を
組
織
し
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど
を
行
う「
こ
う

か
の
宝
」創
設・
発
信
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

●
観
光
客
誘
致
推
進
事
業�

�

２
０
０
万
円

　
市
内
の
観
光
事
業
者
、農
業
者
、商
工
業

者
な
ど
を
対
象
に
、観
光
を
切
り
口
と
し
た

新
産
業・
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
図
る
た

め
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ（
事
業
者
間
交

流
）を
実
施
し
ま
し
た
。

●
甲
南
Ｉ
Ｃ・Ｐ
Ａ
有
効
利
用
検
討
業
務�

�

３
９
９
万
円

　
「
甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
を
利
用
す
る
と
甲
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
出
ら
れ
な
い
」と

い
う
構
造
上
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
と
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
の
新
た
な
流
出
路
の
線
形
の

提
案
、協
議
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
で
世
代
や

地
域
を
越
え
た
活
発
な

交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業�

�

７
億
８
，４
５
３
万
円

　
市
独
自
の
き
め
細
か
な
情
報
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
、災
害
が
予
想
さ
れ
る
際
の
初
期

情
報
伝
達
を
一
元
化
し
市
民
の
安
全
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
23
年
度
は
、土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内

に
メ
イ
ン
機
器
の
整
備
や
水
口・信
楽
地
域

の
全
域
と
土
山
地
域
の
一
部
で
光
フ
ァ
イ

バ
ー
幹
線
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

●
信
楽
高
原
鐵
道
対
策
事
業�

�

７
，５
１
８
万
円

　

信
楽
高
原
鐵
道
へ
の
支
援
と
し
て
、運

営・施
設
整
備
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業�

�

４
２
８
万
円

　
水
害
発
生
時
に
備
え
、浸
水
が
想
定
さ
れ

る
区
域
や
避
難
所
な
ど
の
情
報
を
記
載
し

た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。�　

●
甲
南
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業
負
担
金�

�

１
億
９
，７
４
３
万
円

　
複
雑
多
様
化
す
る
消
防
救
急
ニ
ー
ズ
に

対
し
、迅
速
、的
確
か
つ
効
率
的
に
対
応
す

る
た
め
、甲
南
消
防
署
を
移
転
し
、新
築
整

備
し
ま
し
た
。（
事
業
主
体：甲
賀
広
域
行
政

組
合
）

み
ん
な
で
支
え
あ
う
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

●
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業�

�

２
億
１
，５
３
１
万
円

　

自
治
振
興
会
を
側
面
的
に
支
援
す
る
た

め
、拠
点
と
な
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
市
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、地

域
で
決
め
て
、地
域
で
活
用
で
き
る「
自
治
振

興
交
付
金
」（
総
額
約
１
億
５
，４
３
０
万
円
）

を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
交
付
し
ま
し
た
。

環
境
配
慮
事
業

電
気
使
用
量
削
減
・

公
用
車
適
正
利
用
に

関
す
る
取
り
組
み

●
防
犯
灯
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業�

�

３
５
９
万
円

　
防
犯
灯（
１
１
５
基
）を
低
電
力
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
変
更
し
ま
し
た
。

●
公
共
施
設
の
照
明
灯
を
高
効
率
照
明
器

具
に
変
更�

２
５
９
万
円

　
小
学
校
、図
書
館
、公
民
館
、文
化
ホ
ー
ル

の
照
明
灯
や
避
難
口
誘
導
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
更
し
ま
し
た
。

●
庁
舎
等
電
気
使
用
量
デ
マ
ン
ド
管
理�

�

４
４
５
万
円

　
電
気
使
用
量
を
管
理
す
る
た
め
の
デ
マ

ン
ド
装
置
を
市
役
所
の
各
庁
舎
な
ど
に
設

置
し
ま
し
た
。　

●
庁
舎
電
灯
回
路
分
割�

23
万
円

　

窓
側
で
は
照
明
が
な
く
て
も
基
準
の
照

度
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、回
路
分
割
を

行
い
、効
率
的
な
照
明
の
点
灯
に
努
め
ま
し

た
。

●
低
公
害
車
導
入�

４
９
６
万
円

　
年
式
の
古
い
車
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車（
３

台
）に
更
新
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業

●
東
日
本
大
震
災　
被
災
地・被
災
者
支
援

業
務�

２
，２
７
９
万
円

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
支
援

及
び
救
援
物
資
輸
送
、被
災
地
か
ら
の
被
災

者
受
け
入
れ
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

①�

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣（
平
成
23
年
５
月

８
日
～
10
月
31
日
）

　
◦
派
遣
先　
岩
手
県
大
船
渡
市

　
　
　
　
　
　
福
島
県
田
村
郡
、郡
山
市

②
被
災
者
受
入
支
援

　
◦�

ス
ポ
ー
ツ
の
森
ロ
ッ
ジ
、市
営
住
宅
な

ど
へ
の
受
入
、就
学
援
助
な
ど

③
救
援
物
資
受
付
、現
地
輸
送

④
義
援
金
受
付

　
◦�

５
８
，３
０
０
，６
５
４
円

　
　
　
（
平
成
23
年
度
末
時
点
）　

　

�　
日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支
部
を
通
じ

て
送
金
し
ま
し
た
。

●
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た
安
全
対
策�

�

８
０
７
万
円

　
福
井
県
に
立
地
す
る
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
起
き
た
場
合
に
備
え
、安
定
ヨ
ウ
素

剤
や
防
護
服
を
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、自
園

給
食
の
保
育
園
、私
立
保
育
園
な
ど
に
放
射

能
測
定
器
な
ど
を
配
備
し
ま
し
た
。　

特
別
会
計
で

実
施
し
た
事
業

●
水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事

業�

２
億
３
６
２
万
円

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
整
備
を
行
い
、平

成
24
年
４
月
１
日
に
開
業
し
ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業�

�

６
億
９
，５
２
２
万
円

　
山
地
区
、希
望
ケ
丘
地
区
な
ど
の
整
備
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業�

�

２
億
９
２
７
万
円

　
平
成
26
年
度
の
竣
工
を
目
指
し
、朝
宮
地

区
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

たくましく元気なまちの創造へ
甲賀市総合計画をもとに、平成23年度に行った主な事業を重点テーマごとにご紹介します。（繰越事業含む）

※各事業の詳しい内容は甲賀市のホームページでご覧いただけます。

平成
23年度
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健全化判断比率および資金不足比率
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成23年度決算に基づく甲賀市の健全化
判断比率及び資金不足比率を公表します。

◎財政健全化について
　地方公共団体の財政を適正に運営することを目的として、「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」が施行されています。健全化判断比
率及び資金不足比率が一定の基準値を超えた場合、改善が必要な状態と
みなされ、財政健全化計画を策定することなどが義務付けられます。
　算定の結果、各比率は基準値を下回るとともに、算定開始以来、改善傾
向を持続しています。�
　しかし、税収が伸び悩む中、高齢化の進展や経済情勢の悪化などによ
り社会保障関係の経費は年々増加してきており、また、下水道を中心と
する公営企業債の返済は依然として高い水準で推移することが見込ま
れます。今後も限られた財源を効果的に活用するとともに、一層の財政
の健全化に向けた取り組みを進めていきます。

健全化判断比率

資金不足比率

○�健全化判断比率のうちいずれかが早期健全
化基準以上の場合
　◦財政健全化計画を策定
　◦外部監査要求の義務付け　など
○�健全化判断比率のうち①〜③が財政再生基
準以上の場合
　◦財政再生計画を策定
　◦外部監査要求の義務付け
　◦地方債の制限　など
○�資金不足比率が経営健全化基準以上の場合
　◦経営健全化計画の策定
　◦外部監査要求の義務付け　など

①実質赤字比率
　一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合
を示すものです。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H23 ―　（※赤字額なし） 12.15� 20.00�
参
考
H22 ―　（※赤字額なし） 12.16� 20.00�
H21 ―　（※赤字額なし） 12.20� 20.00�

◆�H19決算の算定開始以来、一般会計等の実質収支額は黒字を維持
していることから、実質赤字比率は算定されていません。

③実質公債費比率
　借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示すもので、市の収入を借入金の返
済にあてる割合が小さいほど数値は小さくなり、健全であると
いえます。

◆�「返す以上に借りない」ことを基本に地方債の発行を抑え、更に積
極的に繰上償還を行ってきました。

　�　これにより、元利償還金が減少し、実質公債費比率は前年度から
２ポイント改善され14.8％となり、地方債の発行に県の許可を要
する基準（18.0％）を下回っています。（平成23年度末現在の借入
金残高は約356億円（普通会計ベース）で、前年度から約17億円減
になりました。）

早期健全化
基準

財政再生
基準

H23 14.8� 25.0� 35.0�
参
考
H22 16.8� 25.0� 35.0�
H21 18.0� 25.0� 35.0�

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合を示すものです。

②連結実質赤字比率
　全会計を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指
標化し、財政運営の悪化の度合を示すものです。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H23 ―　（※赤字額なし） 17.15� 30.00�
参
考
H22 ―　（※赤字額なし） 17.16� 35.00�
H21 ―　（※赤字額なし） 17.20� 40.00�

◆�H19決算の算定開始以来、全会計の実質収支額は黒字を維持して
いることから、連結実質赤字比率は算定されていません。

④将来負担比率
　一般会計等の借入金（地方債）や支払っていく可能性のある
負担等の現時点での残高を指標化し、将来、財政を圧迫する可
能性の度合を示すもので、借入金残高などの負担が少ないほど
数値は小さくなり、健全であるといえます。

早期健全化
基準

財政再生
基準

H23 80.5 350.0� �
参
考
H22 92.9 350.0� �
H21 107.5 350.0� �

◆�「返す以上に借りない」ことを基本に地方債の発行を抑え、更に積
極的に繰上償還を行ってきました。

　�　これにより、地方債残高が減少し、将来負担比率は前年度から
12.4ポイント改善され、80.5％となりました。

　◆全ての公営企業会計（病院・水道・公共下水道・農業集落排水）で資金不足は生じていません。�〔経営健全化基準…20.0％〕

　平成23年度甲賀市一般会計及び各特別会計歳入歳出決
算、基金の運用状況、公営企業会計決算、甲賀市財政健全化
及び経営健全化の審査結果について、いずれも関係法令に
準拠して作成されており、計数も関係諸帳簿と照合したと
ころいずれも正確であり、適正に執行されているものと認
めました。
　まず、一般・特別会計全体の単年度実質収支額は、
１億９千万円余の黒字となったところです。また地方公
共団体の財政の健全化に関する法律に基づく甲賀市健全
化判断比率では、各会計の実質収支額が黒字を維持してい
ることから、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は算定さ
れず、実質公債費比率及び将来負担比率はいずれも前年度
より減少するなど、４指標とも総務省が示す早期健全化基
準を下回っていることから、良好な状態にあると認めら
れ、これまでの財政健全化に向けた取り組みの成果が着実
に現れているものと考えます。
　しかしながら、本市を取り巻く状況も決して楽観できる
ものではなく、国内経済の低迷に伴う雇用不安などともあ
いまって、大きく財政事情が好転する要素も見出し難い一
方、市民ニーズに対応したまちづくりを目指していくうえ
で、今後より一層の財政需要の増大も見込まれます。

　このような中、今後の財政運営にあたっては、市税収入
をはじめとした財源の確保に積極的に努められることは
もちろん、これまでの行財政改革を着実に継続し、将来的
に持続可能な財政基盤の確立を図っていくことを望むも
のです。
　次に病院事業会計決算では、当年度純損失約１億８百万
円余で、当年度未処理欠損金は約７億１千万円余となって
います。厳しい経営環境の中にあっても、地域医療の拠点
病院として一層の医療体制の整備と効率的な病院運営に
努められることを要望したところです。
　また、水道事業会計決算では、当年度純利益が約２億１
千万円余となり、結果当年度未処理欠損金は約４億１千万
円余となりました。今後は老朽化した多くの水道施設の
維持管理や安全対策にかかる費用の増大が予想される中、
安全・安心な水の供給を第一に、採算性と公共性の調和を
図りながら、より一層の経営の効率化に努められることを
望むものです。
　以上、平成23年度決算審査における報告といたします。
　　　

平成23年度　決算審査報告� 監査委員　
相
あい

川
かわ

��良
よし

和
かず

加
か

藤
とう

��和
かず

孝
たか

財政課　財政係　☎65-0676　 Fax63-4561問い合わせ

監査委員事務局
☎65-0656　Fax63-4577問い合わせ

　
第
３
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
８
月
23

日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
が
提
案
し
、審
議・
可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
委
員
の
推
薦　
（
敬
称
略
）

◦
人
権
擁
護
委
員　
伊い

室む
ろ　
信の
ぶ
子こ

◉
平
成
23
年
度
決
算

　
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

◉
平
成
24
年
度
補
正
予
算

◦
平
成
24
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

◦
平
成
24
年
度
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）他
７
件

◦
平
成
24
年
度
甲
賀
市
診
療
所
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）他
１
件

◉
条
例
の
制
定

◦
甲
賀
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◦
甲
賀
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◦
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
甲
賀
市
国
民
宿
舎
か
も
し
か
荘
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦
甲
賀
市
あ
い
の
土
山
都
市
と
の
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
甲
賀
市
信
楽
有
線
放
送
施
設
改
良
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

◦
甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
及
び
甲
賀
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例◉
契
約
の
締
結

＊
工
事
名　
（
仮
称
）水
口
北
部
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事（
建
築
主
体
工
事
）

　
契
約
額　
３
億
１
，２
４
８
万
円

　
契
約
相
手
方　
株
式
会
社
桑
原
組
甲
賀
支
店

＊
工
事
名　
甲
賀
市
地
域
情
報
化
基
盤
整
備

事
業
セ
ン
タ
ー
設
備
工
事

　
契
約
額　
４
億
６
，９
９
８
万
円

　
契
約
相
手
方　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
関
西
社

＊
工
事
名　
（
仮
称
）か
も
し
か
荘
新
築
工
事

（
建
築
主
体
工
事
）

　
契
約
額　
１
億
９
，９
３
９
万
５
千
円

　
契
約
相
手
方　
株
式
会
社
奥
田
工
務
店
水

口
支
店

平成24年

第３回
甲賀市議会
定例会
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▲存続が決まった信楽高等学校

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種（
65
歳
以
上
）を
実
施
し
ま
す

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の
か
ぜ
と
は
異

な
り
、高
熱
や
全
身
症
状
が
現
れ
、併
せ
て
咳

や
鼻
水
な
ど
の
呼
吸
症
状
が
現
れ
ま
す
。
特

に
高
齢
者
が
か
か
っ
た
場
合
は
、肺
炎
な
ど

の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
確
率
が
高
く
、死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、重
症
化
予

防
の
た
め
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
　
対　
象　
者　
　

　
甲
賀
市
内
に
住
所
を
有
す
る
以
下
の
方

　
（
１
）接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
方�

　
（
２
）�60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
一
定
の
心
臓
、腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
障
が
い
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

　
接
種
自
己
負
担
金　

　
２
，０
０
０
円（
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　
※�

接
種
費
用
４
，０
０
０
円
の
半
額
２
，０
０
０

円
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
　
持　
ち　
物　
　

　
◦�

健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証

　
◦
接
種
自
己
負
担
金（
２
，０
０
０
円
）

　
　
接
種
期
間　
　

　
　
10
月
中
旬
～
12
月
下
旬�

　
　
　
　

�（
詳
細
は
各
医
療
機
関
に
よ
る
）

接
種
自
己
負
担
金
の
免
除
申
請
方
法
に
つ
い
て

　
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
、平
成
24
年
度
市

民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
市
民
税
免
除
世
帯
の
方
は

接
種
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
の
で
、次
の
①
ま
た
は
②

の
方
法
で
申
請
書
を
取
り
寄
せ
い
た
だ
き
、ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
※�

免
除
の
可
否
決
定
に
は
、審
査
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

接
種
２
週
間
前
ま
で
に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
※�

接
種
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①��

最
寄
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
申
請
書
を
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
き
、下
記
日
程

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

�《
申
請
書
配
布・受
付
日
》

▪
期
間
／
11
月
末
ま
で

▪
時
間
／
各
セ
ン
タ
ー
開
所
日
の

　
　
　
　
　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　
　
◦
水
口
保
健
セ
ン
タ
ー
（
月
～
金
曜
日
）

　
　
◦
甲
南
保
健
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
日
）

　
　
◦
土
山
保
健
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
日
）

　
　
◦
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
木
曜
日
）

　
　
◦
甲
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
（
金
曜
日
）

②��

①
の
方
法
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
健
康
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�

ご
記
入
後
、健
康
推
進
課
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い

�（
返
送
時
の
郵
送
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

●接種を希望する日に直接行く（予約はいりません）
医療機関名 住　所 電　話

水
口

あん医院 虫生野中央119-1 65-6884
太田医院 虫生野中央81-2 63-3553
こんどう医院 新城696 63-0530
田代外科医院 泉1254 62-0635
つばさクリニック 綾野3-33 63-7766
速水医院 北泉1丁目128 65-3211
平川クリニック 東名坂184-2 63-6373
市立みなくち診療所 貴生川293-1 62-3346
村上整形外科クリニック 虫生野1095-4 63-7751
山田外科医院 八坂2-29 62-0893

土
山

うだ医院 北土山1684-1 66-1050
かりゆしクリニック 大野４０１ 67-0155
川端医院 徳原451 67-0018
田崎医院 黒川955-1 68-0139
中西医院 北土山1433-2 66-0712

甲
賀

隠岐医院　 隠岐2089 88-4072
甲賀中央診療所 田堵野916-4 88-5106
古西医院　　 拝坂833-141 88-5575
ますだ内科医院 滝2231-1 88-2277

甲
南

今村医院 深川2201 86-2119
甲南診療所 野川233-6 86-2552
甲南病院 葛木958 86-3131

寺井医院 希望ヶ丘本町6丁
目857-81 86-1112

布留クリニック 寺庄1098 86-3135

●医療機関に予約する（事前に電話で予約をしてください）
医療機関名 住　所 電　話

水
口

浅田クリニック 東名坂226-1 69-7755
岩谷医院 中邸2-10 62-0053
木村医院 虫生野1017-7 62-2143
公立甲賀病院 鹿深3-39 62-0234
中川内科医院 水口5546-4 65-5410
深井クリニック 伴中山3802 65-4100
水口病院 本町2丁目2-43 62-1212

甲
南
竹内整形外科 野尻77-1 86-8205
ハートクリニックこころ 野尻411 86-0011

信
楽

今西医院 長野855-1 82-0029
しがらきクリニック 長野619-1 82-7833
市立信楽中央病院　　 長野473 82-0249
独立行政法人 国立病院
機構 紫香楽病院� 牧997 83-0101
のざき医院 長野1335 82-7887

　　　　　実 施 医 療 機 関　　　　　

※�それぞれの医療機関で、接種日や時間、ワクチンの在庫数が異な
りますので、事前に電話などでお問い合わせください。
※�掲載されている医療機関以外で接種を希望される方は、必ず事前
に健康推進課へお問い合わせください。

健康推進課　母子保健係
☎65-0703　Fax63-4591

問い合わせ

★10日（２日目）は�「旅の見本市誕生祭」

✿対象
　９日…主に旅行業者の方
　10日…どなたでも参加いただけます
✿目的
　地域の食や文化、体験を通して、市民
の皆さんに、まちの魅力を再発見してい
ただくとともに、広く市外の方にも甲賀
市を訪れていただく機会とします。

✿内容（10日）
◦�ご当地グルメ試食、販売
◦忍者鍋、つきたてもちの振る舞い
◦�体験コーナー（信楽焼絵付け、手裏剣
投げなど）

◦�ステージイベント（忍者ショー、伝統
芸能、ゆるキャラ集合など）

◦�大抽選会
◦�市内及び近隣市町の観光ＰＲブース
出展�

など

　ぜひ、ご家族連れでお出かけくださ
い。次号では、２日間の詳しい内容につ
いてご紹介します。

隠れたまちの魅力が明らかに

甲賀市観光ビジネスメッセ
✿日時　11月９日（金）・10日（土）
　　　　10時～ 16時　
✿場所　ダイヤモンド滋賀
　　　　（土山町黒川1711）
※入場無料

観光戦略推進室　観光戦略推進係　☎65-0708　 Fax63-4087問い合わせ

信楽高等学校は独立校として存続
県教委が高校再編計画（案）で明らかに

　滋賀県教育委員会は10月1日、「滋賀県立高等学校再編基
本計画（案）」および「滋賀県立高等学校実施計画（案）」を発表
し、これまで示していた甲南高等学校の分校とする考えを修
正し、これまでのように独立校として存続させることを明ら
かにしました。
　昨年7月、県教委から示された再編計画の原案では、信楽
高等学校を甲南高等学校の分校とし、学校行事や部活動等の
教育活動において本校と連携することにより、学校活力の維
持向上を図ることとされていました。
　これを受け市では、甲南高等学校が甲賀市・湖南市唯一の
総合学科として、通学面で負担が大きい県境地域の職業学科
志望生徒に対し、専門性の高い知識を学ぶ学校として長く校
風を築いてきたことや、特に信楽高等学校は、地元生徒の占
有率が高く、日本六古窯の産地唯一のセラミック科を有し、
地域性を特に考慮しなければならない学校であり、市の伝統
的基幹産業の後継者を育む貴重な教育機関であることなど
から、現状のままでの存続を求めていました。
　さらに、今年7月17日には、中嶋市長が嘉田知事を訪問し、
市内中学校の進路指導を通じて専門学科の進学指導に努め
ることや、県外や遠距離の生徒を受け入れるための助成、伝
統工芸士等の授業への派遣など、市としての支援策を提示
し、改めて存続の要望を行っていました。
　県教委では、魅力と活力ある県立高等学校づくりに向け
て、こうした提案や要望のほか保護者や地域など、多くの県
民の声を集めたうえで検討が重ねられました。県教委が示
した信楽高等学校の今後は、
　○�甲南高等学校の分校とする原案を修正し、独立校として
存続させる。

　○�多様な学びの機会を確保し、生徒の進路希望等に応じた
教育を行うため、普通・セラミック・デザインの３系列を
持つ総合学科へ改編する。

　○�地場産業等の地域の教育資源を活用した教育活動の展
開や近隣校との連携、県外からも生徒を受け入れること
で、学校活力の維持向上をめざすこと。

　○�５年を目途に検証を行い、その評価を踏まえて必要な対
応を検討すること。

としています。
　中嶋市長は、今回の県教委の決定について、「改編内容につ
きましては、当市として県に提出してきました要望や提言内
容をご理解いただいた結果であると評価するところであり
ます。今後は市といたしましても提言をいたしました事項
等を踏まえ、甲賀市が果たすべき役割を十分検討し、学校が
存立する地域ならびに県と共働するなかで、ものづくりを通
して、生徒に生きる力を育む教育風土が醸成されるよう支援
してまいります」と談話を発表しました。
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市
指
定
有
形
文
化
財・記
念
物
を
指
定

無
形
文
化
財
信
楽
焼
の
保
持
者
を
追
加
認
定

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
域
の
宝

　
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
24
年
９
月
27
日
付
け
で
、有
形
文
化
財
５
件・記
念
物
１
件
の
指
定
と
無
形
文
化
財
信
楽
焼
の

保
持
者
５
人
を
追
加
認
定
し
ま
し
た
。

　
指
定
を
受
け
た
仏
像
彫
刻
や
古
文
書
、工
芸
品
や
史
跡
な
ど
は
い
ず
れ
も
文
化
財
的
価
値
の
高
い
も
の
で
、今
日
ま
で
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
地
域
の
宝
で
す
。

　
ま
た
、無
形
文
化
財
信
楽
焼
の
保
持
者
は
、信
楽
焼
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
芸
術
的
価

値
の
高
い
作
品
を
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、今
回
の
指
定・認
定
に
よ
り
甲
賀
市
指
定
文
化
財
の
総
数
は
１
４
０
件
と
な
り
ま
し
た
。

①
木も
く
造ぞ
う
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ
来ら
い

立り
ゅ
う
像ぞ
う

（
甲
南
町
竜
法
師・金き
ん

龍り
ゅ
う
院い
ん
蔵
）

　
左
手
を
下
げ
、右
手
で
来ら
い

迎ご
う

印い
ん

を
結
ん
だ

阿
弥
陀
如
来
の
三
さ
ん
じ
ゃ
く
り
ゅ
う
ぞ
う

尺
立
像
で
穏
や
か
な
表
情

を
も
つ
鎌
倉
時
代
の
作
で
す
。

②
東と
う
海か
い
道ど
う
土つ
ち
山や
ま

宿し
ゅ
く
文も
ん
書じ
ょ�

（
甲
賀
市
蔵
）

　
東
海
道
土
山
宿
の
問と
い
屋や

場ば

に
伝
来
し
た
文

書
と
、南
北
土
山
村
の
文
書
か
ら
な
り
、土
山

宿
の
繁
栄
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
料
で

す
。

③
福ふ
く
本も
と
九く

左ざ

衛え

門も
ん
家け

前ま
え
挽び
き
鋸の
こ
関か
ん
係け
い
文も
ん
書じ
ょ

�

（
甲
賀
市
蔵
）

　
水
口
町
三
本
柳
集
落
で
江
戸
中
期
か
ら
明

治
に
か
け
て
、前
挽
鋸
の
製
造
販
売
に
活
躍

し
た
福
本
九
左
衛
門
家
に
伝
わ
る
史
料
で
、

前
挽
鋸
製
造
の
創
業
期
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
油あ

ぶ
ら
日ひ

神じ
ん
社じ
ゃ
懸か
け

仏ぼ
と
け
群ぐ
ん

（
甲
賀
町
油
日・油
日
神
社
蔵
）

　
県
内
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇
る
懸
仏

を
は
じ
め
、応
永
三
十
年
銘
の
室
町
時
代
の

も
の
や
、元
禄
三
年
銘
の
摩ま

利り

支し

天て
ん

像ぞ
う

が
彫

ら
れ
た
珍
し
い
遺
品
な
ど
を
含
み
、か
つ
て

の
神
仏
習
合
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

⑤
水み

ま
口く
ち
曳ひ
き
山や
ま

祭ま
つ
り
天て
ん
神じ
ん
町ま
ち
見み

送お
く
り
幕ま
く

（
水
口
町
城
東・天
神
町
蔵
）

　
天
神
町
曳
山
の
見
送
り
幕
と
し
て
掲
げ
ら

れ
る
も
の
で
、17
世
紀
か
ら
18
世
紀
頃
の
南
中

国
の
作
品
に
通
じ
る
技
法
が
見
ら
れ
、他
に
類

例
の
な
い
貴
重
な
作
品
と
い
え
ま
す
。

小こ

林ば
や
し
弘ひ
ろ
幸ゆ
き（
勇ゆ
う
超ち
ょ
う）氏

（
信
楽
町
勅
旨
）

　
分
野
：
焼
き
締
め

　
穴
窯
に
よ
る
焼
き
締
め
で
、自
然
釉
が
溶

け
た
ど
っ
し
り
と
し
た
重
量
感
の
あ
る
壺
や

鉢
を
主
に
制
作
。

神か
ん
㟢ざ
き
継つ
ぐ
春は
る
氏（

信
楽
町
長
野
）

　
分
野
：
焼
き
締
め

　
穴
窯
で
焼
成
さ
れ
、素
地
の
白
色
を
ベ
ー

ス
に
明
る
い
緋
色
が
映
え
た
焼
き
締
め
に
よ

る
作
品
を
制
作
。

谷た
に
野の

明あ
き
夫お

氏
（
信
楽
町
多
羅
尾
）

　
分
野
：
加
飾

　
パ
ス
テ
ル
調
の
柔
ら
か
な
色
調
に
明
る
い

草
花
模
様
を
施
し
た
斬
新
さ
と
伝
統
的
な
技

法
を
調
和
さ
せ
た
作
品
を
制
作
。

奥お
く
田だ

英ひ
で
行ゆ
き（
英え
い
山ざ
ん
）氏

（
信
楽
町
長
野
）

　
分
野
：
茶
陶

　
茶
道
と
の
関
わ
り
が
深
く
、穴
窯
に
よ
り

焼
成
さ
れ
、茶
碗
を
は
じ
め
水
指
、花
入
れ
な

ど
の
茶
道
具
類
を
制
作
。

小こ

谷た
に
光み
つ
二じ

氏（
信
楽
町
勅
旨
）

　
分
野
：
大
物
ロ
ク
ロ

　
か
つ
て
の
信
楽
の
伝
統
的
技
術
で
あ
っ
た

大
物
ロ
ク
ロ
の
技
法
を
伝
承
さ
れ
、特
殊
な

技
法
で
、大
物
の
甕か
め
な
ど
を
制
作
。

■
認
定
書
授
与
式
を
開
催

　

市
役
所
甲
南
庁

舎
で
10
月
２
日
、

新
た
に
認
定
し
ま

し
た
５
名
の
方
に

対
し
、認
定
書
の

授
与
を
行
い
ま
し

た
。

　

認
定
式
で
は
、

一
人
ひ
と
り
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

中
嶋
市
長
が
、「
信
楽
焼
と
い
う
長
い
歴
史
を

受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、さ
ら
に
技
に
磨
き
を

か
け
、信
楽
焼
の
名
を
全
国
に
発
信
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲①�木造阿弥陀如来立像
（金龍院）

▲④油日神社懸仏群

▲多羅尾代官屋敷跡

▲⑤水口曳山祭天神町見送り幕

新
認
定
の
記
念
物（
史
跡
）

無
形
文
化
財
信
楽
焼
の

保
持
者
の
追
加
認
定
者

　甲賀市の観光イメージを描いたコ
ミュニティバスと公用車が完成し、９月
下旬から運行を開始しました。
　バスは甲賀ブランド推進協議会が、公
用車は市が、それぞれ企画したもので、
車両のデザインは、昨年９月から新名神
高速道路を走行している高速バスと同
じで、信楽焼のタヌキ、甲賀流忍者、宿場
のイメージが描かれています。
　甲賀市を訪れる観光客が増えること
を願ってコミュニティバスには「ぐるっ
と行こうか（甲賀）」、公用車には、「来て
魅(み)て甲賀」の文字が入っています。
また、車体の前後に描かれた市内のキャ
ラクター「にんじゃえもん」と「ぽんぽ
こちゃん」も愛嬌を振りまいています。
　コミュニティバスは、水口地域を回る
コースで運行され、公用車は市外出張時
などに職員が使用し、ＰＲに努めます。

コミバスと公用車
で

観光のまちをPR

10月は滋賀県
不法投棄防止強調月間です

不法投棄は犯罪です
　「不法投棄を許さないまちづくり」を
進めるため、皆さんのご協力をお願い
します。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課�

☎
８
６
‐
８
０
２
６�

�

Fax
８
６
‐
８
２
１
６

観光戦略推進室　観光戦略推進係
☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ

生活環境課　廃棄物対策係
☎65-0690　Fax63-4582

問い合わせ

多た

羅ら

尾お

代だ
い
官か
ん
陣じ
ん
屋や

跡あ
と

（
信
楽
町
多
羅
尾・個
人
所
有
）

　
江
戸
時
代
初
期
に
置
か
れ
た
多
羅
尾
氏

の
居
館
兼
代
官
屋
敷
跡
で
、石
垣
、庭
園
遺

構
が
良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。

新
指
定
の
有
形
文
化
財

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
企
画
展

「
甲
賀
市
新
指
定
文
化
財
展
」

　
新
指
定
の
市
指
定
文
化
財
お
よ
び
関
連
資

料
を
展
示
し
ま
す

●
期　
間
／
10
月
27
日（
土
）～
12
月
16
日（
日
）

●
開
館
時
間
／
10
時
～
17
時

●
場　
所
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
展
示
室

●
休
館
日
／
月・火
曜
日
、11
月
4
日（
日
）

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６‐１
０
５
６　
Fax
６
６‐１
０
６
７
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地域市民センター東西南北 キラリ輝く
自治振興会の活動内容を紹介しています

　
油
日
区
で
は
８
月
26
日
に
自
主
防
災
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
、今
回
は
各
組
の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

組
単
位
で
取
り
組
み
、油
日
区
全
体
で
３
５
２
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、初
期
避
難
所
へ
の
集
合
や
避
難
状
況
の
確

認
の
ほ
か
、特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、９
組
班
で

は
、避
難
所
を
設
営
し
情
報
伝
達
班
や
救
護
班・
配
給

班
等
の
設
置
や
、非
常
持
出
品
の
展
示
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
に
は
日
頃
の
訓
練
や
準
備
が
必
要

で
あ
り
、地
域
で
協
力
し
合
う
組
織
作
り
の
重
要
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
原
学
区
体
育
大
会
が
９
月
15
日
、学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
前
日
の
昼
ご
ろ
に
、激
し
い
雨
が
周
辺
地
域
を
襲
い
、小
学
校
の
運
動
場
は

一
面
水
浸
し
と
な
り
、一
時
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

　
幸
い
水
は
け
の
良
い
運
動
場
で
、準
備
も
問
題
無
く
、当
日
は

絶
好
の
秋
晴
れ
の
中
、児
童
90
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
地
域
住
民
が

力
を
合
わ
せ
、大
会
を
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
地
区
別
競
技
は
、綱
引
き
や
リ
レ
ー
な
ど
７
地
区
の
総
力

が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
結
果
、総
合
点
で
準
優
勝
が
２
区
同
点
と
な

り
、決
戦
の
リ
レ
ー
を
行
う
、熱
の
こ
も
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
レ
ー
ス
で
は
、ア
ン
カ
ー
勝
負
と
な
り
、最
後
の
直
線
ま
で
行

方
が
分
か
ら
ず
会
場
内
で
は
大
き
な
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
希
望
ヶ
丘
分
会
と
健

康
推
進
員
さ
ん
の
共
催
に
よ
る
健
康
教
室（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
）が
９
月
11
日
、希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、21
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
教
室
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
大
切
さ
や
正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
講
義
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
後
、実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

セ
ン
タ
ー
の
回
り
を
３
周
歩
き
、講
義
で
学
ん
だ
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
健
康
の
た
め
に
、歩
く
こ
と
は
大
切
。

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
き
た
い
」と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
県
立
大
学
生
７
名
が
９
月
22
日
、水
口
町
今
郷
区
で
地
域
学
の
授
業
の
一
環

と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、同
大
学
が
地
域
と
連
携
し
て
行
う
地
域
づ
く
り
実
証
研
究
事

業
の
一
環
と
し
て
県
内
４
地
域
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
郷
区
で
は
、郷
土
を
愛
す
る
有
志
で
結
成
さ
れ
た「
今

郷
好
日
会
」が
、歴
史
街
道
整
備
と
し
て
史
跡
周
辺
の
整
備

や
口
伝
、昔
話
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
ら
は
同
会
の
取
り
組
み
や
地
域
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、同
会
の
皆
さ
ん
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
区

内
を
歩
い
て
調
査
を
行
い
、他
地
域・
若
者
の
視
点
か
ら
地

域
課
題
の
発
見
や
そ
の
解
決
策
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
と
の
連
携
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
予
定
で
、地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
防
災
訓
練
を
実
施油日

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

同
点
決
戦
の
レ
ー
ス
に
大
声
援

小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

健
康
教
室（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
）を
開
催

希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
立
大
学
生
が
水
口
町
今い

ま

郷ご
う

区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
ず
は
従
来
か
ら

実
施
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に

■
こ
ど
も
公
民
館
学
習
教
室

　
夏
休
み
中
、小
学
生
を
対
象
と
し
た「
こ
ど
も

公
民
館
学
習
教
室
」を
今
年
も
合
計
６
回
開
催
し

ま
し
た
。
教
室
で
は
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
宿
題
や
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
の
指
導
を
行

い
、子
ど
も
た
ち
は
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目
的
に
し

た「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」を
、小
原
南
北
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
恒
例
と

な
っ
た
こ
の
大
会
に
は
、毎
回
多
く
の
方
が
参
加

し
、交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
民
館
活
動

　

体
操
教
室
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
、子
育
て
サ
ロ
ン
が
、そ
れ
ぞ
れ
月
２
～

４
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
元
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
の
発
表
と
、プ
ロ
の
演
奏
な
ど
も
加
え

た「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」が
、毎
年
秋
に
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

■
避
難
訓
練・消
火
訓
練

　
今
年
か
ら
７
月
を
防
災
月
間
と
定
め
、各
地
区

単
位
で「
避
難
訓
練・消
火
訓
練
」を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
、徐
々
に
実
情
に
即
し
た
、い
ざ
と
い

う
時
に
は
役
立
つ
訓
練
と
な
る
よ
う
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
獣
害
対
策

　
小
原
地
区
は
十
数
年
前
か
ら
猿
、鹿
、猪
の
被

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
猿
に
よ
る
被

害
は
年
々
増
大
し
て
お
り
、市
の
担
当
者
を
講
師

に「
猿
害
対
策
出
前
講
座
」を
開
催
し
、他
地
域
の

被
害
の
実
状
や
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

小
原
小
学
校
を
中
心
に
地
域
が

一
体
と
な
る
取
り
組
み
を
実
施

■
学
区
体
育
大
会

　
小
学
校
と
自
治
振
興
会
が
一
緒
に
な
っ
て
開

催
し
て
い
る「
学
区
体
育
大
会
」は
、小
原
の
住
民

が
一
堂
に
会
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
重

要
な
事
業
で
す
。

■
ワ
ク
ワ
ク
農
園
活
動

　
「
ワ
ク
ワ
ク
農
園
活
動
」は
小
原
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
、コ
メ
作
り
や
野
菜
作
り
を
通
し

て
、人
の
温
か
さ
や
栽
培
す
る
こ
と
の
喜
び
、共

に
汗
し
て
働
く
こ
と
の
喜
び
を
学
ん
で
も
ら
う

た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、教
育

後
援
会
や
自
治
振
興
会
が
一
体
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
む
た
め
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

No.05

― 小
こ

原
は ら

自治振興会 ―
　小原自治振興会は、学区全体が山で南北に分断されている
ため、何事についても一体化しにくいという地理的なマイナ
ス面がありますが、従来から取り組んできた公民館活動や青
少年育成活動、小原小学校に関わる事業を中心にスタートし、
徐々に裾野を広げていこうと頑張っています。

▲避難・消火訓練

▲こども公民館　学習教室

▲ワクワク農園の田植え

　基本方針（スローガン）
①�小原南北が一体となった地域づくり
②�安全で安心して住める地域づくり
③��誰もが楽しくいきいきと活動している
地域づくり

問
い
合
わ
せ

　
小
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２
‐
７
８
９
６　
Fax
８
２
‐
７
８
９
７
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▲穴窯の説明を受ける外国特派員

▲�製薬の工程を熱心に見学

（仮称）かもしか荘新築工事
安全祈願祭

かふか21子ども未来会議
第３回地域会議

▲間伐された杉でラックの制作を体験

　
「
子
ど
も
議
会
議
員
」と
し
て
任
命
さ
れ
た
市
内

の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
27
名
が
９
月
29

日
と
30
日
の
２
日
間
、市
内
各
地
で
地
域
会
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、実
行
委
員
会
が
主
催
し
、子
ど
も

た
ち
が
甲
賀
市
の
伝
統
や
産
業
な
ど
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、市
内
で
様
々
な
体
験
や
活
動
を
行
う

「
か
ふ
か
２
１
子
ど
も
未
来
会
議
」の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、甲
賀
の
自
然
や
環
境
を
学
ぶ
た

め
、産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場「
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
滋
賀
」の
見
学
や
、間
伐
材
を
用
い
た
焼

き
杉
体
験
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、市
民
の
方
の
意
見

を
聞
く
ボ
イ
ス
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
後
、１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る「
子
ど
も
議
会
」

に
向
け
て
質
問
や
提
案
を
ま
と
め
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」に
向
け

　
　
　
　 

各
地
で
学
習

　

甲
賀
市
工
業
会
５

周
年
事
業
と
し
て
、記

念
講
演
が
９
月
28
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
佐
々
木
則

夫
氏
と
望も
ち
月づ
き

聡さ
と
る
氏
を

迎
え
、著
名
な
方
と

あ
っ
て
大
勢
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
佐
々
木
氏
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
世
界
へ

の
飛
躍
」と
題
し
て
、日
本
代
表
チ
ー
ム
が
世
界
で

活
躍
す
る
ま
で
の
過
程
や
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
の
役
割

か
ら
、安
全・
健
康
な
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、29
日
に
は
、元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
名な

波な
み

浩ひ
ろ
し

氏
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

佐さ

さ々

木き

則の
り

夫お

氏
に
よ
る

記
念
講
演
を
開
催

甲賀市工業会５周年事業

▲演講する佐々木氏

▲�リフティングを披露する
名波氏

　
（
仮
称
）か
も
し
か
荘
新
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
10
月
３
日
、土
山
町
大

河
原
地
先
で
執
り
行
わ
れ
、中
嶋
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
国
民
宿
舎
と
し
て
昭
和
44
年
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
か
も
し
か
荘
を
朽
化

に
伴
い
建
て
替
え
る
も
の
で
す
。

　
装
い
を
新
た
に
す
る
か
も
し
か
荘
は
、子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
が
で
き

る
施
設
、ま
た「
甲
賀
の
奥
座
敷
」と
し
て
家
族
連
れ
や

高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
い

う
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
改
築
さ
れ
ま
す
。

　
外
観
は
、日
本
の
民
家
の
懐
か
し
さ
、や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
意
匠
と
し
、ゆ
と

り
の
あ
る
客
室
な
ど
快
適
な
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

　
野
洲
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
鈴
鹿
の
山
々
な
ど
、甲
賀
の
素
晴
ら
し
い
自
然
が
満

喫
で
き
る
都
市
と
農
村
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　関西地域振興財団
が主催し、在京外国
特派員を対象とする
プレスツアーが京都
府と滋賀県で９月20
日、21日の２日間行
われ、バングラデシュ
やフランスなど４か
国10名の記者が参加しました。
　この催しは、「温故知新‐今に活きる伝統の技」を
テーマに各地の伝統工芸などを取り上げ、参加記者の
記事を通して魅力ある関西を世界に発信することを目
的としています。
　このうち21日に一行は信楽を訪れ、信楽焼の工房や
陶芸の森などを巡りました。
　参加者は、信楽焼の説明を受けた後、熱心に質問をし
たり、焼き物のある町並みを撮影したりしていました。

　また、22日には市が主
催するオプショナルツ
アーが行われ、忍術屋敷
や地場産業である製薬業
の日新薬品工業株式会社
の工場ラインなどを見学
しました。

甲賀の魅力を世界に発信新
た
な
都
市
・
農
村
交
流
の
拠
点
に

▲かもしか荘の完成予想図

▲あいさつを述べる中嶋市長

外国特派員プレスツアー

「ござれGO-SHU!」が９月29日、甲賀市役所をメイ
ン会場に市内４会場で開催されました。
組織委員会が主催し、今年で14回目を迎えます。
当日は、県内外から42チーム、約２千人が参加しま
した。市内からは、「K

こ う が
OUGA彩

さい
風
ふう
舞
まい
人
と
」、「Ｂ

びー
Ｂ
びー
Ｂ
びー
Ｃ
しー
」、

「こうかサスケくらぶ 忍
しのぶ
」の３チームが参加し、踊りを

披露しました。
色とりどりの衣装や工夫を凝らした演出、ゲストの
有名チームと地元チームが即興で一緒になって踊る場
面もあり、訪れた観客からステージに盛んな拍手が送
られました。
全てのチームが参加する「総踊り」や上位10チーム

が競い合うファイナルステージでは盛り上がりが最高
潮に達しました。
また、段ボールを用いて古城山に水口岡山城を再現
する「一夜城プロジェクト」が同時開催されました。夜
７時にメイン会場で完成イベントが行われ、ライト
アップされた姿が浮かび上がりました。
この催しは、水口青年会議所まちづくり実行委員会
が企画したものです。
８月上旬からボランティアと準備を進め、当日に高
さ18メートル、幅17メートルの一夜城を完成させまし
た。
水口岡山城が再現された城下町で、熱い演舞が繰り
広げられる特別な一日となりました。

一夜城を背景に熱気あふれる演舞 第14回ござれGO-SHU!

▲演舞が繰り広げられるメインステージ

▲再現された水口岡山城
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スポーツみんなでスポーツみんなでスポーツみんなで

スポ
ーツ推

進委員のコーナー

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
道

　
小
中
学
校
や
高
等
学
校
で
は
、毎
年
体

力
の
現
状
を
把
握
し
、体
力
向
上
を
図
る

た
め
に
新
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
新
体
力
テ
ス
ト
は
、子
ど
も

た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

新
体
力
テ
ス
ト
は
年
齢
に
応
じ
て
、

「
６
歳
～
11
歳
対
象
テ
ス
ト
」「
12
歳
～
19

歳
対
象
テ
ス
ト
」「
20
歳
～
64
歳
対
象
テ

ス
ト
」「
65
歳
～
79
歳
対
象
テ
ス
ト
」が
あ

り
ま
す
。

　
テ
ス
ト
項
目
は
、握
力
、上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、反

復
横
と
び
、20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

（
往
復
持
久
走
）、

持
久
走・
急
歩
、立

ち
幅
跳
び
、ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投

げ
、開
眼
片
足
立

ち
、10
ｍ
障
害
物

歩
行
、６
分
間
歩
行
、Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活

活
動
テ
ス
ト
）の
12
項
目
で
す
。
こ
の
中

か
ら
対
象
年

齢
別
に
テ
ス

ト
項
目
が
決

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ど
の
年
齢

で
も
実
施
す

る
項
目
は
、握

力
、上
体
起
こ

し
、長
座
体
前

屈
の
３
つ
で

す
。
今
回

は
、上
体
起

こ
し
を
例
に

し
て
紹
介
し

ま
す
。

　
上
体
起
こ

し
は
、い
わ
ゆ
る
腹
筋
運
動
で
す
。
あ
お

む
け
の
姿
勢
で
両
腕
を
胸
の
前
で
組
み

ま
す
。
両
膝
の
角
度
を
90
度
に
保
ち
、補

助
者
に
両
膝
を
抑
え
て
も
ら
っ
て
固
定

し
ま
す
。
背
中
を
床
に
つ
け
た
姿
勢
か

ら
30
秒
間
で
、何
回
両
肘
が
両
膝
に
つ
く

か
を
記
録
し
ま
す
。

　
自
分
の
体
力
を
知
る
こ
と
は
、運
動
す

る
励
み
に
な
っ
た
り
、自
分
の
目
標
を
決

め
て
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、新
体
力
テ
ス
ト
を
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.m
ext.go.jp/

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た

だ
く
か
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
新
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、団

体
や
グ
ル
ー
プ
で
ご
依
頼
い
た
だ
け
れ

ば
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係☎

８
６
‐
８
０
２
３

Fax
８
６
‐
８
３
８
０

新
体
力
テ
ス
ト
で
自
分
の
体
力
を
知
り

効
果
的
に
体
力
ア
ッ
プ
を
し
よ
う

　皆さんは毎日魚を食べていますか。
　甲賀市では、1日の魚介類の摂取量は、平成3年度の調査
では1日平均約120gであったものが、平成21年度の調査で
は約70gに減少していました。また、それとは逆に肉類の
摂取量は、平成3年度の調査では1日平均約65gであったも
のが、平成21年度の調査では約90gに増加していました。
　魚は日本人の食生活に欠かせない食べ物の1つです。魚
には、良質なたんぱく質が含まれています。さらに、魚の脂

質に含まれるDHA（ドコサヘキサエン酸）には、脳の発達
促進、視力低下予防、EPA（エイコサペンタエン酸）には、
血栓予防、抗炎症作用、高血圧予防などの効果が期待される
と言われています。
　最近は、養殖や輸入物も出回り、いつでも魚介類が手に入
るようになってきました。でも、おいしいのは、「旬」の時期
です。魚介類のよさを見直し、1日1回は、ぜひ食卓に取り
入れましょう。

◆魚介類の旬

まぐろ　さわら
たい　あさり

あじ　あゆ　
うなぎ　イカ

さけ　さば　
いわし　さんま

ぶり　たら　
しらす　カニ

〜平成21年度 滋賀の健康・栄養マップ調査結果より〜
魚を食べましょう

スポーツのことならスポーツ推進委員に !

　��作り方
❶	大根と生姜は皮をむき、それぞれをおろ
し金ですりおろしておく。

❷	皮に切れ目を入れたさばを、軽く水洗い
し、ペーパーで水気をふき取る。

❸	鍋にⒶとおろした生姜を入れて煮立て、
さばの皮が上になるように入れ、時々煮
汁をかけて中火で5分程度煮る。

❹	③におろした大根を加えてさらに5分程
度煮る。

❺	④を器に盛り、小口切りにした葉ねぎを
散らす。

　材料（4人分）
◦生さば�� �4切れ（1切れ60g）
◦大根�� �200g
◦生姜�� �8g
◦葉ねぎ�� �20g
　　こいくちしょうゆ���大さじ2杯
　　みりん�� �大さじ1/2杯
Ⓐ　酒�� �小さじ2杯
　　砂糖�� �小さじ1杯
　　水�� �40ml

　栄養価（1人分）
◦エネルギー：150kcal� ◦脂質：7.4g
◦たんぱく質：13.7g� ◦塩分：1.5g

★�さばのみぞれ煮�★

健康推進課　健康政策係　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

春

夏

秋

冬

～
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
～

■
夕
暮
れ
ど
き
の
落
と
し
穴

　
厳
し
か
っ
た
暑
さ
が
嘘
の
よ
う
に
、爽

や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
時

期
あ
た
り
か
ら
夕
暮
れ
も
早
く
な
り
、

“
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
”と
い
う
言

葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

同
時
に
、交
通
事
故
も
増
え
、夕
暮
れ

時
の
落
と
し
穴
が
あ
る
の
が
、こ
の
時
期

の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

９
月
の
時
間
帯
別
交
通
事
故
発
生
件

数
は
、朝
の
９
時
台
と
夕
暮
れ
時
の
午
後

６
時
台
に
突
出
し
て
多
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
二
つ
の
時
間
帯
は
共

に
交
通
量
が
多
い
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
ま
す
が
、事
故
の
内
容
で
は
、朝
に

車
同
士
の
追
突
事
故
が
多
い
の
に
比
べ
、

夕
暮
れ
時
は
歩
行
者
や
自
転
車
が
巻
き

込
ま
れ
る
事
故
が
多
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
路
肩
や
道
路
を
横
断
し
て

い
る
歩
行
者
や
自
転
車
に
気
付
く
の
が

遅
れ
た
り
、車
の
右
左
折
時
に
歩
行
者
や

自
転
車
に
気
付
か
ず
に
巻
き
込
ん
だ
り

す
る
事
故
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。　

■
時
間
帯
で
変
わ
る
視
覚
と
心
理

　
私
た
ち
の
視
覚
は
、日
中
と
夜
で
は
見

え
や
す
い
色
が
変
わ
り
ま
す
。
昼
は
赤

色
が
目
立
つ
の
に
対
し
、夜
は
青
色
に
敏

感
に
な
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

昼
と
夜
は
見
え
や
す
い
色
が
変
わ
り
、夕

暮
れ
時
は
視
覚
の
モ
ー
ド
が
変
化
す
る

時
で
も
あ
り
、薄
暗
さ
も
手
伝
っ
て
余
計

に
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、暗
く
な
る
ま
で
に
、と
い
う
心

理
が
働
き
注
意
力
も
低
下
し
ま
す
。
慌

た
だ
し
い
気
持
ち
で
見
え
に
く
く
な
っ

た
道
路
を
運
転
す
れ
ば
、事
故
の
確
率
が

高
く
な
る
の
は
当
然
で
す
。

■
早
め
の
ラ
イ
ト
で
事
故
ゼ
ロ
へ

　
夕
暮
れ
時
、辺
り
が
見
え
て
い
る
か
ら

と
ラ
イ
ト
を
点
け
な
い
で
い
る
と
、あ
っ

と
い
う
間
に
暗
く
な
り
、歩
行
者
や
自
転

車
に
関
係
す
る
事
故
へ
つ
な
が
る
可
能

性
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
ラ
イ
ト
は
、進

路
を
照
ら
す
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、相

手
に
車
の
存
在
を
示
し
、距
離
感
を
伝
え

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
け
、安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、自
転
車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
も
反
射
材
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
意
識
し

て
、事
故
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。

11月１日から番組が一新
現在ケーブルテレビをご覧の皆様へ

　現在、旧甲賀ケーブルネットワーク及び旧有線放送でそれぞれご覧いただいている番組につきま
しては、11月１日より内容を一新し、全地域統一の新しい番組構成となります。
　また、これにともない行政情報番組の内容を充実させてまいります。

広報課
☎65-0675　Fax63-4619

問い合わせ

　
市
が
取
り
組
む
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

で
は
、市
民
の
皆
様
へ
、防
災
情
報
や
緊
急
に

お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
初
期
情
報
な

ど
の
伝
達
方
法
と
し
て
、全
世
帯
を
対
象
に
音

声
放
送
端
末
機
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
音
声
放
送
端
末
機
は
、ご
自
宅
内
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、端
末
機
の
設
置
に

あ
た
っ
て
は「
音
声
放
送
端
末
機
設
置
及
び
施

工
承
諾
書
」の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
各
区・自
治
会
で
の
事
業
説
明
会
を
終
え
た

地
域
か
ら
順
次
、説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と

も
に
各
世
帯
へ
承
諾
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、早
め
の
ご
返
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、ご
都
合
に
よ
り
返
送
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、市
職
員
が
ご
自
宅
に
伺
う
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

音
声
放
送
端
末
機
の

設
置
承
諾
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

　
情
報
基
盤
整
備
推
進
室

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
５
８

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
７
４　

※�旧甲賀ケーブルネットワーク加入のご家庭につきましては、光ファイ
バーへの切り替えが完了次第、コミュニティチャンネルがこれまでの
３ch、５chから11chに変更になります。

ヘ ル ス ア ッ プ 通 信
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甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/情報のまど information

碧水ホール優秀映画鑑賞会
　国立近代美術館フィルムセンター
所蔵作品を上映します（文化庁、フィ
ルムセンター共催）。
●10月27日（土）
10時～『晩

ばん
春
しゅん
』監督：小

お
津
づ
安
やす
二
じ
郎
ろう
　

　出演：笠
りゅうちしゅう
智衆、原

はら
節
せつ
子
こ

12時30分～『稲
いな
妻
づま
』監督：成

なる
瀬
せ
巳
み
喜
き
男
お

　出演：高
たか
峰
みね
秀
ひで
子
こ
、香
か
川
がわ
京
きょう
子
こ

14時20分～『浪
な に わ
華悲

えれ
歌
じい
』監督：溝

みぞ
口
ぐち
健
けん

二
じ
　出演：山

やま
田
だ
五
い
十
す
鈴
ず
、梅
うめ
村
むら
容
よう
子
こ

15時50分～『華
はな
岡
おか
青
せい
洲
しゅう
の妻

つま
』監督：増

ます

村
むら
保
やす
造
ぞう
　出演：市

いち
川
かわ
雷
らい
蔵
ぞう
、若
わか
尾
お
文
あや
子
こ

●10月28日（日）
10時～『華岡青洲の妻』　12時10
分～『浪華悲歌』　13時40分～『晩
春』　15時50分～『稲妻』
●入場料（前売当日同額）／1回券
500円、1回券2枚セット800円（一人
で2作品または2人で1作品ご鑑賞い
ただけます）1回券1枚にて1作品有
効、全席自由、各回入替制
会場・問／碧水ホール
63-2006／Fax63-0752（月曜休館)

「にんくる土曜塾」
●日時／11月10日（土）10時～12時
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●内容／どんぐり・松ぼっくりでおも
ちゃをつくろう
●定員／先着15名
●申込締切／11月6日（火）
問・申／にんくる児童館
88-5692／Fax88-5696

☆夜空旅人（天体観望会）☆
「栗

くり
名
めい
月
げつ
をみよう」

●日時／10月27日（土）19時30分
～21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月、木星、秋の
星座などの観望
※デジタルカメラをお持ちいただけ
れば月の撮影体験ができます。
●定員／先着20名
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／10月26日（金）
※天候・人数等により中止する場合があります。
申・問／かふか生涯学習館
88-4100／Fax88-5055

お知らせ
平成24年度	下水道排水設備
工事責任技術者試験
●試験日／平成25年2月14日（木）
受付13時～、試験14時～16時
●試験会場／立命館大学びわこ・くさ
つキャンパス（草津市野路東1-1-1）
●受付期間／10月22日（月）～11月
9日（金）9時～17時
●申込書配布及び受付場所／甲賀市
下水道課（甲南町野田810）
問／公益財団法人　滋賀県建設技
術センター
077-565-0216

Fax077-565-0108
下水道課計画普及係
86-8012／Fax86-8390

滋賀県立三雲養護学校
学習発表会
●日時／11月2日（金）9時45分～
3日（土）9時50分～
●場所／三雲養護学校
●内容／ステージ発表、作品展示
問／三雲養護学校
72-4011／Fax72-5547

くらしとまちづくり講座
　認知症について正しい知識を学び、
いつまでも自立していきいきした生
活を地域で送りましょう。
●日時／11月14日（水）14時～15
時30分まで
●場所／甲南公民館（忍の里プララ）
●講師／甲南地域包括支援センター
職員
●対象／市内在住、在勤の18歳以上の方
●受講料／無料
●申込方法／来館または電話にて下
記まで
●申込期間／10月16日（火）～11月
13日（火）
問／甲南公民館
86-3036／Fax86-8119

甲賀看護学校
オープンキャンパス
●日時／10月27日（土）13時20分

～16時30分（13時受付開始）
●場所／甲賀看護専門学校
●申込方法／電話、FAX、E-mailの
いずれかで下記まで。当日の飛び入り
参加も大歓迎です。
問・申／甲賀看護専門学校
65-6071／Fax65-6073

Eメール／postmaster＠kokans.ac.jp

　  募　集

締切りせまる
あいこうか「うた」プロジェクト
２０１２　短歌作品募集
●応募締切／10月31日（水）
●テーマ／であい・こうか八景　
大切な人への思い
●賞／最優秀賞…各応募部門１首　副
賞（一般：30,000円　高校生：5,000円
図書カード　小中学生：3,000円図書
カード）優秀賞…各応募部門１首　副賞
（一般：20,000円　小中高生：2,000円
図書カード）このほか、各応募部門で特
選、佳作
●応募方法／下記までメール、郵送ま
たは直接お届けいただくか、甲賀市ホー
ムページ上に設置してあるフォームから
も投稿していただけます。
※募集要項の詳細は、市内公共機関に
配布してあるチラシまたは市ホーム
ページをご覧ください。
問・応募先／あいこうか市民ホール内
作品募集係　
〒528-0005�甲賀市水口町水口5633番地
Eメールkoka30107000@city.koka.lg.jp
62-2626／Fax62-2625

（休館日を除く9時～17時　月曜休館）

催　し
関西フィルハーモニー管弦楽団
ニューイヤーコンサート
　恒例の関西フィルハーモニー管弦
楽団のニューイヤーコンサート。今回
は全曲チャイコフスキープログラム。
マエストロ藤

ふじ
岡
おか
幸
さち
夫
お
氏の絶妙な指揮

と軽快なトークをお楽しみください。
●日時／平成２５年１月２０日（日）　
１５時開演
●曲目／歌劇《エフゲニー・オネーギ
ン》作品２４から　ポロネーズ�
３つの小品《なつかしの土地の思い
出》作品４２から第２曲�スケルツォ�ハ
短調、第３曲�メロディー�変ホ長調
☆独奏　藤

ふじ
原
わら
利
り
佳
か
（関西フィルバイオ

リン奏者、甲賀市在住）
三大バレエ組曲ハイライト�
交響曲第５番　ホ短調作品６４
●入場料／一般�Ａ席�３,５００円、Ｂ席�
３,０００円　青少年（２５歳以下）�Ａ席�
２,０００円、Ｂ席�１,５００円
前売・当日同一料金（Ｂ席は、あいこう
か市民ホールのみで販売）全席指定�
未就学児入場不可
●前売開始日／１０月２０日（土）１０時～
●プレイガイド／甲賀市あいこうか市
民ホール、アル・プラザ水口くらしの
サービスセンター　など
会場・問／あいこうか市民ホール
62-2626／Fax62-2625

（受付時間9時～17時　月曜休館）

プレママ教室のご案内
　妊娠中のからだや心の変化、食生活
などについて説明や交流会などを行い
ます。ご夫婦での参加、2人目以降の方
の参加もお待ちしています。
●対象／妊娠5か月以降の妊婦とご家族
●実施日／11月9日（金）
●時間／午前10時～12時（9時45
分受付開始）
●場所／水口保健センター
●持ち物／母子健康手帳、母子手帳
交付時に配布した資料（封筒入り）
＊予約制です。3日前までに健康推進
課へ予約してください。
問・申／健康推進課　母子保健係
65-0736／Fax63-4591

ハロウィンパーティー
　外国人ゲストとゲームや仮装コンテス
トをします。仮装してきてくださいね。
●日時／10月27日（土）14時～16時
（20分前より受付開始）
●場所／甲賀市共同福祉施設
●対象／小学生・大人（大人の付添が
あれば幼児も可）
●参加費／甲賀市国際交流協会会員
　300円　　非会員　500円
●定員／130名
●申込締切／10月19日（金）
問・申／甲賀市国際交流協会
／Fax63-8728

秋季企画展　紺屋さんの型紙
─館蔵品コレクション─
●期間／10月20日（土）～12月12日（水）
●開館時間／10時～17時
●場所／水口歴史民俗資料館展示室
●内容／資料館では寄贈いただいた
藍染用の型紙約2000点を所蔵してい
ます。今回は洗練されたデザインをも
つ型紙のコレクションをご紹介します。
●入館料／大人150円、小・中学生
80円　※水口城資料館との共通券あ
り。毎週土曜日は市内小・中学生とそ
の同伴者は無料。
●休館日／木・金曜日
問／水口歴史民俗資料館
62-7141／Fax63-4737

第37回
宇川会館“文化祭・前夜祭”
●日時・内容／
▪前夜祭　11月3日（土）17時～
　和太鼓探険倶楽部の演奏、解放創
作劇、合奏・手話による合唱、展示など
▪文化祭　11月4日（日）10時～
　各学習会からの発表など
そのほか、屋外駐車場ではさまざまな
屋台が出店します。
●会場／宇川会館
問／宇川会館
／Fax62-4109

○接種期間：10月23日（火）～ 12月28日（金）� � � � � � �
○接種対象・接種日時等� � � � � � �
①予約が必要
接種時間／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 備考
9:00 ～ 11:30 6か月～中学3年 通常診療時間内

13:00 ～ 13:30 6 ヶ月～
中学3年

接種日は、11月1日、15日、12月6日、20日です。診療時間
外のため、風邪等の方と接触する可能性が低いです。

16:00 ～ 16:30 小学4年～18歳の方
小学4年～
18歳の方

小学4年～
18歳の方

木曜日は毎月第1・3・5木曜日です。診療時間外のため、風
邪等の方と接触する可能性が低いです。

※予約について　◦10月16日（火）9時から受け付けます。土日祝日を除く9時から17時の間に下記までお申し込みください。� �
　　　　　　　　◦定員になり次第予約を終了します。ご了承ください。� � � � � �
②予約が不要
接種時間／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 備考
9:00 ～ 12:00 16歳以上の方 通常診療時間内
14:00 ～ 15:30 16歳以上の方 通常診療時間内
※�直接診療所受付にお越しください。ワクチンの在庫が無
くなれば終了しますのでご了承ください。
○金額：1回 2,500円� �

市立みなくち診療所・インフルエンザ予防接種のご案内

市立みなくち診療所（旧水口医療センター）
��☎62-3346　Fax63-1728問い合わせ

10月 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

　10月1日号で下記の誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

表紙　CONTENTS
○誤　�キラリ輝く地域の輪・宮町自治振

興会…10　
㊣　�キラリ輝く地域の輪・宮地区自治

振興会…10

P18　乳がん撲滅月間
○誤　�助成対象のがん検診として　
㊣　�女性対象のがん検診として
○誤　�２年に１度無料で実施　
㊣　�２年に１度受診料の一部を公費負

担で実施

お詫びと訂正
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子育て情報 11月

■�乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するた
め、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

■�皆さんの子育てを応援する子育て支援セ
ンターでは、いろいろな子育て支援事業を
行っています。
　�市内在住の未就園児とその保護者の方が
対象です。お気軽にご利用ください。

電話／ FAX 利用時間
水口子育て支援センター 65-5511／65-5522 月～土�9:00 ～ 17:00
土山子育て支援センター 66-0375／　��−��　 月～金�9:00 ～ 17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115／88-8145 火～土�9:00 ～ 17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金�9:00 ～ 17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土�9:00 ～ 17:00

子育て情報 11月

子育て広場
《あかちゃんひろば》…対象）０～ 1歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 20日(火)

10:00 ～
11:30

土山 30日(金) 内離乳食について

甲賀 16日(金)

甲南 ①� 9日（金）
②16日（金）

対①6か月まで
　②7か月～ 1歳

信楽 � 1日(木） 内『自尊感情を育むかかわり』の話

《キッズランド》  …対象）２歳半以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・持ち物・その他
水口 6日(火)

10:00 ～
11:30

内冬の病気についての話

土山 1日(木) 内みんなであそぼう

甲賀 6日(火) 内さんぽ　持帽子、お茶　
他靴を履いてきてください

甲南 2日(金) 内散歩　持帽子、お茶　
他親子とも歩きやすい靴で

信楽 2日(金) 内秋のリース作り

《ぴょんぴょんひろば》…対象）１～ 2歳半の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 13日(火)

10:00 ～
11:30

内冬の病気についての話

土山 21日(水)

甲賀 27日(火) 内うたあそび　

甲南 ①13日（火）
②27日（火）

内外あそび　
対①1歳～ 1歳8か月頃
　②1歳9か月～ 2歳6か月頃

信楽 ①13日（火）
②27日（火）

対①１歳～１歳８か月
　②１歳９か月～２歳５か月

各子育て支援センター事業
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水　
口

あかちゃんルーム 5・12・19日（月） 13:30 ～ 15:00 対 5日:H24年6月生、12日:H24年7月生、19日:H24年8月生　他 12日：ベビーマッサージ
子育て講習「親子でヨガ」 1日（木） 10:00 ～ 11:30 対 H23年11月～ H24年5月生まれの未就園児と保護者　他要申込・先着15組
おしゃべり会「クリスマス
リースを作ろう」 27日（火） 10:00 ～ 11:30 対 H23年11月～ H24年8月生まれの未就園児と保護者　他要申込・先着10組

土　
山

子育て講習「いっしょに考
えよう！１歳半からのこ
どもとのつきあい方」

9日（金） 10:30 ～ 11:30 対 1歳6か月以上の未就園児と保護者　
他要申込・先着12組・託児有り

出前ひろば 13日（火） 11:00 ～ 11:30
園であそぼう 6日（火） 10:00 ～ 11:30 対 1歳6か月以上の未就園児と保護者　場山内保育園

あかちゃんルーム 5・12・19日（月） 13:30 ～ 15:00 対平成24年7月～ 9月生まれの未就園児と保護者　
内はじめての出会いおしゃべりして子育て仲間をつくりましょう

甲　
賀

あかちゃんルーム 9・30日（金） 10:00 ～ 11:30 対 0 ～ 1歳まで　
出前ひろば 20日（火） 10:00 ～ 11:30 場上野教育集会所
おはなし会 2日（金） 10:30 ～ 11:30
食育講習 13日（火） 10:30 ～ 11:30 内健康推進員さんの劇

おとうさんとあそぼうひろば 17日（土） 10:00 ～ 11:30 内親子運動あそび　対 1歳半からの未就園児とその父親　
他要申込・先着15組

甲 

南

アロマタイム 6日（火） 13:30 ～ 15:00 対未就園児の保護者　他要申込・先着4組・託児有り　
おはなし会 19日（月） 11:00 ～ 11:15 他 9:30 ～ 11:30のオープンルーム内で
出前ひろば 20日（火） 10；00～11:30 場柑子公民館

信　
楽

出前ひろば ①9日（金）
②30日（金） 10:00 ～ 11:30 対①長野・畑・田代地区の未就園児と保護者　場①谷川会館

　②江田・神山地区の未就園児と保護者　　　��②信楽子育て支援センター
おじいちゃん・おばあちゃん
とあそぼうひろば 14日（水） 10:00 ～ 11:30 内新聞紙あそび　対未就園児と祖父母

おはなし会〜絵本を楽しもう〜 15日（木） 10:30 ～ 11:30 対 1歳6か月以上の未就園児と保護者
おとうさんとあそぼうひろば 17日（土） 10:00 ～ 11:30 内段ボールキッチン作り　対未就園児とその父親　他要申込・先着8組
リフレッシュタイム「つる
でかごを編もう」 21日（水） 10:00 ～ 11:30 対未就園児の保護者　

他要申込・定員10組（抽選）・11/15申込締切・託児有り
子育て講習「子育てリユー
スタイム」 29日（木） 10:00 ～ 11:30 場信楽中央公民館　他 11/1申込開始・先着50組

※「ほっこりルーム」「オープンルーム」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。

場：�場所�(場所の記載がないものは各支援センターで行います)
日時：�開催日・時間　
対：�対象�(年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です)
持：�持ち物�(記載がないものは特別に準備するものはありません)
　�※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなど

は必要に応じてお持ちください
他：�申込・定員�(記載がないものは申し込みは不要です)その他
内：�内容

　

赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
、

子
育
て
の
方
法
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二
十
～
三
十
年
前
と

比
べ
、
数
年
前
か
ら
は
次
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◦�「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
は
、
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
寝
返

り
す
る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
さ
せ
な
い

◦�

直
射
日
光
を
避
け
た
外
気
浴
が
よ
い

◦�

離
乳
食
を
始
め
る
時
期
は
急
が
な
く
て

よ
い

◦�

抱
っ
こ
は
た
っ
ぷ
り
し
て
あ
げ
て　

　
世
代
の
違
う
家
族
の
間
で
子
育
て
の
考

え
方
が
違
い
、
ど
の
方
法
が
正
し
い
の
か

悩
ん
で
し
ま
う
と
い
う
親
の
声
も
聞
き
ま

す
。

　
ま
た
、
育
児
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
で
き
ま
す

が
、
情
報
が
多
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
迷

う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
情
報
が
す
べ
て
の

親
子
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

子
育
て
の
方
法
は
時
代
と
と
も
に
変

わ
っ
て
も
、
上
手
な
あ
や
し
方
や
、
手
な

れ
た
抱
っ
こ
な
ど
子
育
て
の
経
験
に
学
ぶ

こ
と
は
今
も
昔
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
の
時
代
の
親
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
す
ぐ
に
「
理
想
の
親
」
に
な
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
こ
と

に
お
ろ
お
ろ
し
、
手
さ
ぐ
り
を
し
な
が
ら

自
分
の
子
ど
も
と
向
き
あ
い
、
少
し
ず
つ

親
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
甲
賀
市
の
家
庭
教
育
で
は
「
は
じ
め
ま

し
て
親
子
講
座
」
な
ど
で
、「
少
し
ず
つ
親

に
な
る
こ
と
」
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

第
28
回
　
か
わ
る
子
育
て
、か
わ
ら
な
い
子
育
て

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
未
来
課　
指
導
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
８
１
７
１

　
　
　
　
　
　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０　

家
庭
教
育 

子
育
て・親
育
ち
講
座

～
教
育
の
出
発
点
は
家
庭
か
ら
～

家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380
★はじめまして親子講座（3回講座）
①『ベビーマッサージ見学または受講』
②『らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～』
③『ファーストモビール作りと、赤ちゃんとのくらし』
●日時・場所／
①13日（火）�甲南公民館（忍の里プララ）
②20日（火）�甲賀市役所甲南庁舎 3階和室
③29日（木）�　　　　〃
※①～③共に10:30～12:00
●対象／妊婦および産後7か月までの初産の方
●定員／要申込・10名
●材料費／③のみ材料費50円

★ベビーマッサージ講座
●日時／13日（火）10:30～11:30
●場所／甲南公民館（忍の里プララ）
●対象／7か月未満児とその保護者
●定員／要申込・15組
●持ち物／バスタオル

★親子ふれあい運動広場
●日時／21日（水）10:30～11:45
●場所／岩上体育館
●対象／1歳半～未就園児とその保護者
●定員／要申込・25組
●参加費／親子１組200円
●持ち物／体育館シューズ（親子共）、タ
オル、お茶
※10時15分までにお越しください。

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／27日(火)�10:30～10:50
� � 11:00～11:20
●場所／水口図書館
●対象／0・1・2歳児とその保護者

児童館事業
★にんくる子育て広場

『親子運動遊び』
問・申／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／16日（金）10：00～12：00

●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●定員／要申込・20組
※申込み締め切りは11／9（金）です。

★かえで子育て広場
『写真立てに木の実をかざろう』

問・申／ 86-4363
●日時／22日（木）10：30～11：30
●場所／かえで会館　学習室
●定員／要申込・15組
●持ち物／木工用ボンド（全員）松ぼっく
り、木の実、落ち葉（ある人のみ）

★たけのこ子育て広場『のびっこ』
『クリスマスツリー作り』

問・申／ 82-2361／Fax82-3616
●日時／19日（月）10：00～12：00
●場所／たけのこ児童館
●定員／要申込・10組
●持ち物／お子さんの顔写真
親子の自由なスペース「つどいの広場」
▶開催日時／火・水・金曜日�10時～15時　▶場所／
甲南青少年研修センター　▶対象／市内在住おおむ
ね0～3歳のお子さんと保護者　※参加無料
問／社会福祉課　児童家庭支援係
65-0705／ Fax63-4085
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催し

3 土 14:00～14:30 おはなし会

17 土 14:00～14:30 おはなし会

27 火 ①10:30～10:50
②11:00～11:20

おはなし会　
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

5 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校

6 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校

7 水 伴谷方面 伴谷小学校

12 月 　 綾野小学校

13 火 貴生川方面 貴生川小学校

14 水 　 水口小学校

催し

2 金 13:30～15:30 対面朗読　＊要事前予約

3 土 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

16 金 13:30～15:30 対面朗読　＊要事前予約

18 日 11:00～12:30 ふるるえいがかい「おまえうまそうだな」

18 日 14:00～16:10 ふるる日曜名画座「推定無罪」

23 金 14:00～14:20 紙芝居を楽しもう

24 土 14:00～14:30 おはなしたまてばこおはなしかい

移動図書館 　
＊11月の巡回はありません

催し

10 土 14:00～14:30 おはなし会

24 土 14:00～14:30 おはなし会

移動図書館 	 	 小学校

21 水 長休み 山内小学校

21 水 昼休み 鮎河小学校

催し

1 木 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

10 土 15:00～16:00 おはなし会

24 土 15:00～16:00 おはなし会

25 日 15:00～16:00 ティータイム・ギターコンサート

移動図書館 	 	 小学校

8 木 多羅尾小学校

9 金 朝宮小学校

15 木 信楽小学校

16 金 小原小学校

21 水 雲井小学校

催し

10 土 14:00～15:00 おはなし会と工作

24 土 11:00～11:30 おはなし会

25 日 14:00～15:35 日曜映画会「別れの曲」

26 月 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

6 火 油日学区 油日小学校

13 火 佐山学区 　
14 水 　 佐山小学校

20 火 大原学区 大原小学校

27 火 油日学区 油日小学校

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

11月図書館だより

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

日増しに秋の深まりを感じるこのごろ
ですが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。
そろそろ紅葉狩りの計画を立てようという
方も多いのではないでしょうか。
甲賀市図書館では昨年に引き続き、「紅

葉マップをつくろう」プロジェクトを行
なっています。地域の紅葉スポットについ
て、図書館に備え付けの用紙に場所とコメ
ントを書いてください。それを甲賀市の地
図に貼って紅葉スポットが一覧できるマッ
プを作ります。
昨年は 5館合わせて、のべ 69箇所の

スポットに124件のコメントをお寄せい
ただきました。まだまだ隠れた紅葉名所が
身近にありませんか？このプロジェクトで
は、皆さんからお寄せいただいた情報があ
る程度集まった時点で、オリジナルの地域
資料を作る予定です。図書館をご利用の際
には、皆さんのおすすめ紅葉スポットをぜ
ひ教えてください。

※移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

らいぶ らりん

●：休館日　〇：閉館作業日
　：特別整理休館日　

相

談

コ

ー

ナ

ー

11月

■人権なんでも相談
　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

開催日／場所
◦	 5日（月）	土山開発センター2階談話室
◦	 5日（月）		甲賀大原地域市民センター1階	

	第1相談室
◦	 8日（木）		水口社会福祉センター2階相談室
◦	 9日（金）	信楽開発センター1階会議室F
◦	20日（火）	甲南庁舎2階団体室
時間／13：30～16：00
問／人権推進課　☎65-0694　Fax63-4582

■男女の悩みごと相談
　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

相談窓口／☎65-0751

開催日／
◦				 2日（金）・	 5日（月）・	 7日（水）
	 	 9日（金）・12日（月）・14日（水）
	 16日（金）・19日（月）・21日（水）
	 26日（月）・28日（水）・30日（金）
場所／水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※	相談方法：電話または面接相談（面接相談
は事前予約が必要）

問／人権推進課　☎65-0695　Fax63-4582

■行政相談
　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

開催日／場所
◦	 5日（月）	 水口社会福祉センター
◦	 6日（火）	 土山開発センター
◦	 8日（木）	 かふか生涯学習館
◦	16日（金）	 甲賀市市民福祉活動センター	相談室
◦	21日（水）	 信楽開発センター
時間／13：30～16：00
問／生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582

■結婚相談
　市が委嘱した結婚相談員が結婚を希望され
る方の相談に応じます。申し込みは不要です。
※	平成24年度より結婚相談の充実化を図るため、
相談場所を水口庁舎にて一本化しています。
ご了承ください。
開催日／3日（土）・17日（土）
場所／水口庁舎南別館１階
時間／13：00～16：00
問／農業振興課　☎65-0711　Fax63-4592

■教育相談
　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士等の専門相談員が相
談に応じます。予約制となっています。

場所／学校、市役所甲南庁舎、甲賀市適応指
導教室など
問／学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196
問い合わせ受付時間／
　土・日・祝日を除く	８：30～17：15

■就労相談
　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。
午前 �開催日／場所
◦1日・8日・15日・22日・29日（木）	 牛飼教育集会所
◦1日・15日（木）	 	 清和会館
◦6日・13日・20日・27日（火）	 かえで会館
◦7日・14日・21日・28日（水）	 梅田会館
◦7日・14日・21日・28日（水）	 西教育集会所
◦8日・22日（木）	 土山地域市民センター
◦13日・27日（火）	 新城教育集会所
◦14日・28日（水）	 伴谷公民館
時間／９：30～11：30
午後 �開催日／場所
◦2日・16日（金）	 泉教育集会所
◦2日・16日（金）	 相模教育集会所
◦2日・9日・16日（金）	 信楽開発センター
◦6日・20日（火）	 宇川会館
◦7日・21日（水）	 水口中央公民館
◦7日・21日（水）	 かふか生涯学習館
◦9日（金）	 大久保教育集会所
◦14日・28日（水）	 上野教育集会所
時間／13：30～15：30
問／商工政策課　☎65-0710　Fax63-4087

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

昨年の様子（土山）

※土山マラソンのため休館します。

※
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も
の
づ
く
り
こ
う
か

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

編 集 後 記
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報

２０１
2
年

10
月15

日
号

2012.10.15
発
　
行

N
o.
176 当

社
は
、主
に
物
流
関
係
業
務
の
請

負
や
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す

る
物
流
関
係
資
材
の
製
造
、販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。

物
流
関
係
業
務
で
は
、倉
庫
や
自
社

ト
ラ
ッ
ク
を
所
有
し
、商
品
保
管
か
ら

梱
包
、配
送
ま
で一
貫
性
の
あ
る
物
流

の
請
負
が
で
き
ま
す
。
機
械
部
品
を

は
じ
め
精
密
機
械
や
陶
器
関
係
な
ど

も
国
内
外
へ
梱
包
、出
荷
し
て
い
ま

す
。強

化
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
活
用

現
在
は
、強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
製
造

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、軽

量
か
つ
強
度

や
耐
湿
性・

密
封
性
に
優

れ
た
品
質
特

性
を
持
つ
３

層
ダ
ン
ボ
ー

ル
で
、
木
に

代
わ
る
環
境

に
優
し
い
梱
包
材
で
す
。
ま
た
、そ
の

特
性
を
生
か
し
て
、本
棚
や
椅
子
、滑

り
台
な
ど
の
子
供
用
品
と
し
て
も
展

開
し
て
お
り
、デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ

新
し
い
段
ボ
ー
ル
遊
具
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
事
業
へ
挑
戦

私
た
ち
は
、常
に
お
客
様
の
期
待
を

超
え
る
商
品
づ
く
り
を
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
新
た
な
事
業
と
し
て
、同

窓
会
な
ど
の
幹
事
を
代
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
今
年
の
８
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

お
客
様
の
絆
や
感
動
が
直
接
伝
わ

る
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、や

り
が
い
や
充
実
感
を
得
る
と
と
も
に
、

既
存
の
仕
事
に
対
し
て
も
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

環
境
づ
く
り
の一
環
と
し
て
、地
域

の
方
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、無
農
薬

の
米
の
栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
、お
客
様
に
感
動
を
与
え
た
り
、ま

た
与
え
ら
れ
た
り
す
る
も
の
づ
く
り
や

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
、様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（

代
表
取
締
役　
古ふ
る
谷た
に  

幸ゆ
き
保や
す

氏
談
）

甲賀ポン蔵　©2008 甲賀市工業会

＊ このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　古谷代表取締役

甲賀市工業会事務局（商工政策課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ

設　
　
立
：
平
成
３
年

従
業
員
数
：
90
名

所
在
地
：
甲
南
町
柑
子
２
０
０
２
番
地
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甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
Ｄ
‐
２

☎
８
６
‐
１
４
１
１  

Fax
８
６
‐
１
４
０
１

D
A
TA

▲段ボール遊具（トラクターすべり台）

総合的な物流サービスでものづくりを支える

日本ロジパック株式会社
URL：http://www.logipack.co.jp

■
■
■
■
■

「ござれＧＯ‐ＳＨＵ！」は、江州音頭を現代風にアレンジし、鳴子を手に
した踊り子たちがチームごとに演舞するお祭りです。

市役所水口庁舎駐車場がメインステージとなり、前日に組みあがって
いくステージの様子にわくわくしていました。

当日は、４２ものチームが、迫力ある演舞を繰り広げました。
翌週出勤すると、当たり前ですがいつもの駐車場に戻っていて、まる

でその一日が夢だったかのような錯覚を覚えま
した。

出演者をはじめスタッフ、観客などみんなの
力で特別な空間を作り上げていたのだと改めて
感じました。また一年後を楽しみにしたいと思い
ます。い

□市県民税（3期）
□国民健康保険税（7期）
□保育料・幼稚園使用料
□介護保険料（7期）
□後期高齢者医療保険料
□水道料金・簡易水道料金

◦ 今月の納税等 ◦

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は10月31日（水）です

● 生活の安心感をみんなで育てる
● 自然環境を大切にし、
　　　　　　　暮らしの豊かさにつなぐ
● 安全で快適な生活の基盤を整え、
　　　　　　　まちの活力を高める
● 地域の特性を活かし、
　　　　　　　元気な産業を伸ばす
● たくましい心身と郷土への
　　　　　　　誇りをもつ人を育てる

まちづくりの５つの目標

＊甲賀市の将来像＊

「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

甲賀市総合計画基本構想
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